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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型4スーパーファミリー（テトラスパニンファミリーとも呼ばれる）のメンバーです。これらのメンバーのほとんどは、4つの疎水性ドメインの存在を特徴とする細胞表面タンパク質です。これらのタンパク質は、細胞の発達、活性化、増殖、および運動性の調節に関与するシグナル伝達を媒介します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インテグリンや他の膜貫通型4スーパーファミリータンパク質と複合体を形成することが知られている細胞表面糖タンパク質です。細胞接着などの細胞プロセスに関与し、インテグリンの輸送や機能を制御する可能性があります。このタンパク質は、細胞運動性、癌細胞の浸潤、および転移を促進します。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが記載されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD151 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD151 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD151 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

